
 

（第２号様式）   
令和７年３月 31 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立神奈川工業高等学校（定時制）   

  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・中間報告・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 中間報告  学校関係者評価 

（11 月 15 日実施）9名

の委員より中間評価 

総合評価（３月１日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・工業の専門性
の 向 上 を 図
り、実際的・
体験的学習に
重点を置くと
ともに、産業
界の求める人
材を育成する
ため、知識・
技術の習得の
みならず、主
体的に学ぶ意
欲の向上を図
り、学校全体
でカリキュラ
ム・マネジメ
ントに取り組
む。 

①生徒が主体的
に学習に取り
組むことで、
学んだ知識や
技能がより確
かなものにな
るよう魅力あ
る授業の展開
を目指す。 

②情報端末を積
極的に活用し
て、デジタル
社会の実現に
向けた人材の
育成を図る。 

③生徒の多様な
学習ニーズに
応じた教育課
程の編成を目
指す。 

①生徒が自ら課
題を解決するた
めに必要な能力
の育成が図れる
よう、授業計画
や評価の方法を
工夫する。 
②様々な機会で
情報端末の活用
を進めるととも
に、研究授業・
研究協議を開催
する等、組織的
に積極的な活用
を促していく。 
③多様な学修機
会を生徒に提示
して、生徒が自
分の進路にあっ
た学習が行える
よう環境を整備
していく。 

①生徒自身が主体的
に授業に取り組む
授業を計画、展開
することができた
か。また、その評
価を活用すること
ができたか。 

②情報端末を活用し
た授業実践のため
の技術や情報を共
有することができ
たか。また、組織
的に改善が図れた
か。 

③キャリア教育と併
せて、生徒が希望
する進路や学力の
向上を図ることが
できる環境が整備
できたか。 

①単元テストや

授業中の課題

への取組状況

により評価を

行うことで、

生徒を様々な

観点から評価

し指導に生か

すことができ

ている。 

②教員による情

報端末の活用

が進み、生徒

の学習が効果

的に進められ

ている。 

③資格取得の勉

強や発展的な

学習内容を補

習等により提

供することで

生徒の進路に

沿った学習環

境を提供でき

ている。 

①評価をその後の振

り返りやさらなる

指導の充実へ生か

すための取組を組

織的に進めていく

ことが必要となっ

てくる。 

②教員から生徒への

ＩＣＴ活用はある

程度進んだが、生

徒が様々な授業の

中で積極的に情報

端末を用いて、自

ら課題解決を図る

までには至ってい

ないので積極的な

活用を推進してい

く必要がある。 

③今後も生徒の希望

に沿った学習環境

を提供できるよう

推進していく。 

〇学校経営に対して、明
確な目標が設定され、
達成に向けて具体的な
取り組みが実践されて
いる。 

・とてもそう思う 55.6％ 
・そう思う。44.4％ 
 
〇生徒の自主性及び創造
性が育成されている。 

・とてもそう思う 66.7％ 
・そう思う 33.3％ 
 
〇新しい学びの手法や取
り組みが充実してい
る。 

・とてもそう思う 66.7％ 
・そう思う 33.3％ 
 
 

①新しい教育課程で、指導と評
価の計画に基づき、単元テス
トや日頃の取組など、様々な
観点から評価を行い、それを
フィードバックすることで、
その生徒に応じた指導を行う
ことができた。 

②登校しても教室に入れない、
不登校ぎみである、怪我や身
体的な理由で登校できないな
ど、様々な生徒がいる中で、
日常の取組を十分に発揮し
て、オンラインを活用した双
方向授業を行い、授業の遅れ
を少しでも軽減するととも
に、進級に向けたサポートを
することができた。 

③資格の取得や転籍・転校によ
り入学してきた生徒に対応し
た補習を行うことで、生徒の
キャリアの形成に寄与するこ
とができた。 

 

①いろいろな情報を共有するこ
とで、個人、学年または教科
による指導を、学校として、
最適な指導を継続的に行える
ように指導体制を整えてい
く。 

②今後も、オンラインの活用
や、登校が難しい生徒への支
援体制の確立などを、学校と
していつでも提供できるよう
研修等の取組を行っていく。 

③サポート体制の充実と生徒の
キャリア形成の一助となるべ
くさらなる学習環境の改善を
目指す。 

 
 
 
 
 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

・豊かな人間性
の育成を図る
ために、学校
生活の基礎を
作るための生
徒支援・教育
相談の充実と
ともに、個に
応じた生徒支
援と相談体制
の一層の充実
により生徒理
解に努め、生
徒が安心して
学べる学校づ
く り を 進 め
る。 

・生徒が中心と
なって、活動
する学校行事
を通して、社
会に主体的に
関わろうとす
る意欲を高め
る。 

①個に応じた支
援体制の充実
をめざし、職
員全体の生徒
指導・支援ス
キルの向上を
図る。 

②生徒が積極的
に参加できる
学校行事の運
営を目指す。 

 

①職員研修やケ
ース会議等を
実施し、心の
健全・身体の
安全等に関す
る支援スキル
を 向 上 さ せ
る。また、生
徒情報交換会
やかながわ子
どもサポート
ドック等を実
施し、情報共
有と生徒理解
を深める。 

②生徒が中心と
なって学校行
事を運営でき
るように取り
組む。少人数
ながらも積極
的にイベント
に取り組める
ような環境づ
くりを行う。 

①生徒個々の理解
を深め、個に応
じた支援・指導
を実施すること
が で き た か 。 
生徒の日常行動
や意識が向上し
たか。教員と生
徒の間で信頼関
係を築けたか。 

②生徒が中心となる
ような行事の運営
や実施ができた
か。多くの生徒が
積極的に行事に参
加できたか。 

 

①職員研修を通

じて職員全体

の支援スキル

を 向 上 さ せ

た。また、個

別の支援が必

要な生徒に対

して手厚い支

援を行ってい

る。 

②文化祭・前夜

祭では企画段

階 か ら 委 員

会、HR と連携

して準備を進

めることがで

き、体育祭で

は委員会を軸

に生徒が主体

となって企画

運営すること

ができた。 

①個別対応を要する

生徒が増えたとき

に、対応しきれる

か不安がある。養

護教諭及び一部の

担任に負担が集中

している。担当グ

ループ全体で業務

等を分散し、一部

の職員に負担が集

中しないようにす

る。 

②引き続き生徒が主

体となる行事にす

るための仕組みづ

くりを行う。 

〇生徒の自己肯定感や社
会性の発達に向けた取
り組みがなされてい
る。 

・とてもそう思う 50％ 
・そう思う 50％ 
 
〇生徒が学校行事や部活
動に積極的に参加・活
動している・ 

・とてもそう思う 66.7％ 
・そう思う 33.3％ 
〇かながわ子どもサポー
トドックの実施はじめ
生徒支援においてきめ
の細かい取組をされて
いると存じます。スク
ールカウンセラー等と
の連携をふくめ今後さ
らなる相談体制および
予防・早期発見的な支
援の充実に向かわれて
いるものと拝察いたし
ます。 

①生徒の問題が表面化したとき
に、以前と比較して円滑に教
職員が連携できるようになっ
た。ティームティーチング、
生徒情報交換会、職員研修等
の効果もあり、授業において
も以前と比較して落ち着いた
環境で行えるようになった。
ただ、不登校傾向や集団に馴
染めない生徒が更に増えたと
きに、対応できるようにする
必要がある。 

②体育祭の新競技に向けて、生
徒が企画から実施まで主体的
に行動し、新たな競技を体育
祭に加えることができた。 
学校行事において生徒が中心
となって運営し、多くの生徒
が参加する場を提供できた。 
生徒が準備段階から企画に関
わることで、自分の活動に責
任を持つことができた。他者
とのかかわりを持つことで社
会性を育み、生徒の自信に繋
がった。 

①教室に入れない、または集団
に馴染めない生徒への対応に
関し、現在は養護教諭の負担
がかなり大きくなっているの
で、可能な限りグループ全体
で対応する。 

 
②引き続き、生徒中心となる行
事運営を目指して、生徒が参
加できる仕組みを作ってい
く。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 中間報告  学校関係者評価 

（11 月 15 日実施）9名

の委員より中間評価 

総合評価（３月１日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・多様な生き方
に対応した情
報収集や情報
提供を行い、
働くことを理
解できるよう
入学から卒業
までの体系化
したキャリア
教育を確実に
実践し、社会
を構成する一
員としての自
覚を育む進路
指導・支援に
取り組む。 

 
 

①キャリア教育
実践プログラ
ムを基に、進
路ガイダンス
やＬＨＲを活
用した体系的
な 計 画 を 立
て、生徒一人
一人の進路を
実現する。 

②生徒の就職に
対 す る 考 え
方、職種や業
種研究、社会
人としてのマ
ナーを学ぶ機
会を設け人材
育成を図る。 

①昨年度に引き
続きキャリア
教育実践プロ
グラムを共有
するために
様々な場面で
発信してい
く。 

①昨年に引き続
き、年間を通
して各学年の
進路ガイダン
スとＬＨＲの
取組みを体系
化する。 

②インターンシ
ップを実施し 
生徒のキャリ
ア教育の充実
を図る。 
 

①キャリア教育実践
プログラムの情報
発信ができたか。 

①進路ガイダンスと
ＬＨＲの体系化が
できたか。 

②インターンシップ
を実施すること
で、生徒の就職に
対する意識や心構
えを改善できた
か。 

①学校ホームペ

ージ掲載や校

内掲示板への

貼り出しで内

外への発信が

行えた。 

①進路ガイダン

スを 6 月に実

施、７月に合

同企業説明会

に学校全体で

参加し、生徒

の進路への考

え方、LHRの位

置づけを確立

することがで

きた。 

②インターンシ

ッ プ を 実 施

し、体験した

生徒は自身の

キャリア育成

を図ることが

できた。 

①発信はできてい
るが、それが届
いているかが課
題である。有効
な方法を模索す
る。 

①７月の合同企業
説明会参加は、
イベントが乱立
している時期で
あったため全体
の行事予定の見
直しを図る。 

②毎年インターン
シップを実施す
るにあたり、学
校や企業との連
絡体制の見直し
を行う。 

〇生徒や保護者に向けた
進路指導やキャリア教
育が適切に行われてい
る。 

・とてもそう思う 66.7％ 
・そう思う 33.3％ 
 
〇進路指導が充実してい
る。 

・とてもそう思う 66.7％ 
・そう思う 33.3％ 
 
〇教室や実習室などの施
設について必要な設備
が整備・充実してい
る。 

・とてもそう思う 44.4％ 
・そう思う 55.6％ 

①キャリア教育実践プログラム
をより内外に浸透させるため
に、新入生オリエンテーショ
ンや学校説明会でも発信し
た。 

①進路ガイダンスは次年度以降
にも繋がる形をつくることが
できた。 
ＬＨＲの体系化も今年度で土
台をつくることができた。 
進路ガイダンスの他に、合同
企業説明会に学校全体で参加
し、生徒の進路への意識づけ
ができた。 

 
②インターンシップを実施し、
参加した生徒は進路先として
考えている企業の業務形態
や、アルバイトでは経験でき
ない業務内容、働くことの意
味を学ぶことができ、就職活
動に向けての意欲を高めるこ
とができた。 

 

①今後もキャリア教育実践プロ
グラムの情報を様々な場面で
発信していく。 

 
①進路ガイダンス、ＬＨＲとも
に実施していく中で、生徒の
状況を把握し、生徒の声を聴
くことで生徒の進路実現に近
づくための時間をつくってい
く。 
今年度は、前期進路ガイダン
スと、合同企業説明会の期日
が近かったため、日程や行事
について見直しを行う。 

 
②インターンシップを実施する
にあたり、仲介企業との連携
方法の円滑化に向けて改善を
する。 

４ 地域等との協働 

・地域・企業と
の連携・協働
を通して教育
活動を活性化
させ、地域に
開かれた信頼
される学校づ
くりを推進す
る。 

①地域に根ざし
た学校づくり
を目標に、貢
献活動や地域
との連携・協
働していく。 

②学校ＰＲのた
め、定時制 HP
の更新に努め
中学生やその
保護者への学
校情報の発信
に努める。 

①地域行事への
参加等貢献す
る意識を啓発
する。企業と
の積極的なか
か わ り を 持
つ。  

②本校ＨＰを活
用して学校の
ＰＲや情報を
発信する。 

①全校生徒が、地域
貢献活動に参加で
きたか。 

②ＨＰ更新回数が増
えたか。学校説明
会において本校の
教育内容が理解さ
れたかをアンケー
トで理解が得られ
ているか。 

①地域清掃活動

を 10 月 26 日

に実施した。 

②4 月よりホー

ムページの更

新の機会を増

やし最新の情

報を掲載して

いる。 

学校見学会回

数を３回に増

やした。  

①全校一斉にはで
きないので、学
年ごとに 2 学期
に計画し実施す
る。 

②学校説明会の申
し込み数は例年
と変わっていな
い。増加に向け
た取組方法を検
討する。 

〇中学生や地域への広報
活動や情報提供が活発
に行われている。 

・とてもそう思う 33.3％ 
・そう思う 44.4％ 
・あまり思わない 22.2％ 
 

①地域清掃を美化委員会で１回
学年別に１回で計５回２学期
に実施した。 

 今後も地域に根ざした学校づ
くりを行う。 

②頻繁に HP の更新を行った。 
 中学３年生を対象とした学校
見学会を４回、学校説明会を
２回実施した。 

 令和８年度から既存の工業科
に普通科を新設するので中学
生に周知する方法を検討す
る。 

①２学期の地域清掃活動は継続
して行っていく。 

②中学生の進路先の多様化が進
んでいるが、本校 HP を活用
し学校の魅力を発信してい
く。 

 

５ 
学校管理 
学校運営 

・不祥事防止の
徹底に取り組
むとともに、
防災意識を高
め学校防災力
の 向 上 を 図
る。 

・生徒と向き合
う時間を確保
するため、組
織的な学校運
営と校務の効
率化を図る。 

①常に危機管理
意識を持ち信
頼される学校
づくりを目指
す。 

②ＩＣＴや教育
データー等を
有効活用し業
務を効率的に
行い生徒に向
き合う時間を
確保する。 

①毎月不祥事防
止研修会を職員
会議前に行う。 
①適正な私費会
計処理に努め、
事故防止の意識
をもって業務に
当たる。  
①防災意識を高
めて災害時の対
応能力を身に付
けさせる。  
②職員連絡ツー
ルの活用を図り
業務の効率化を
目指し生徒と向
き合う時間を確
保する。 

①毎月不祥事防止研
修会が実施できた
か。 

①私費会計が適正に
処理されている
か。 

①避難訓練を計画的
に実施できたか。 

②Teams 掲示板を有
効活用し業務の効
率化が図れている
か。 

②面談週間等の時間
の確保が取れた
か。 

①全職員で毎
月不祥事防
止研修会を
実施してい
る。 

②職員連絡ツ
ー (Teams)
掲示板を使
い、打合せ
の内容や連
絡事項の伝
達がスムー
ズに行われ
ている。 

  

①７月17日に1年
生に DIG 訓練、
８月 26 日全校
でかながわシェ
イクアウト訓練
を実施。1 月に
全校で避難訓練
を実施予定であ
る。 

②職員が共有する
情報機器、付属
品の管理体制を
しっかりと行う
仕組みを改善す
る。  

〇職員の仕事の効率化及び最

適化がなされている。 

・とてもそう思う 33.3％ 

・そう思う 55.6％ 

・あまり思わない 11.1％ 

〇学校内外の安全対策と防災

意識思った取り組みがなさ

れている。 

・とてもそう思う 22.2％ 

・そう思う 77.8％ 

〇一部の教職員への負担集中

については、質のよい教育

を継続する上で重要と思い

ますので、報告にあるとお

り分散化し、教職員の適材

適所を考慮しながらご対応

がよいかと思います。 

①令和 5 年度分県立学校財務事
務調査 6 月 19 日において、
定時制学校徴収金・団体徴収
金の財務処理調査において指
摘された事項 2 点について改
善をした。 

①毎月不祥事防止会議、不祥事
防止研修会を開催し未然防止
に努めた。 

①2回の防災訓練を実施した。 
②ITC の本格的活用が 4 年を終
えて、職員も業務の効率が上
がった 

①引き続き不祥事防止に努め
る。 

①生徒の防災意識を高めてい
く。 

②今後もＩＣＴ活用を進め業務
効率化に努め生徒に向き合う
時間を確保する。 

 

 


